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今
定
例
会
で
可
決
し
た
意
見
書
は

次
の
７
件
で
す
。
意
見
書
は
、
関
係

機
関
に
送
付
し
ま
し
た
。

　

11
月
の
月
例
経
済
報
告
に
よ
る
と
、

景
気
の
回
復
が
続
い
て
い
る
と
し
て

い
る
が
、
本
格
的
な
景
気
回
復
に
は

至
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

　

都
が
昭
和
63
年
度
以
来
継
続
し
て

実
施
し
て
い
る
「
小
規
模
住
宅
用
地

に
対
す
る
都
市
計
画
税
を
２
分
の
１
」

と
す
る
軽
減
措
置
は
、
既
に
制
度
と

し
て
重
要
な
施
策
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
軽
減
措
置
を
廃
止
し
た
場
合
、

区
民
の
税
の
負
担
が
増
し
、
景
気
に

与
え
る
影
響
も
強
く
危
惧
さ
れ
る
。

　

よ
っ
て
、
足
立
区
議
会
は
東
京
都

に
対
し
、
現
行
の
小
規
模
住
宅
用
地

に
対
す
る
都
市
計
画
税
の
軽
減
措
置

を
、
平
成
17
年
度
以
降
も
継
続
さ
れ

る
よ
う
強
く
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

（
東
京
都
知
事
あ
て
）

　

我
が
国
の
経
済
状
況
は
、
企
業
収

益
や
雇
用
情
勢
の
改
善
な
ど
を
受
け
、

景
気
は
回
復
し
て
い
る
と
し
て
い
る

が
、
中
小
零
細
企
業
は
依
然
と
し
て

厳
し
い
経
営
環
境
に
あ
り
、
本
格
的

な
景
気
の
回
復
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
東
京
都

が
実
施
し
て
い
る
「
小
規
模
非
住
宅

用
地
に
対
す
る
固
定
資
産
税
・
都
市

計
画
税
の
税
額
の
２
割
減
免
措
置
」

は
、
中
小
零
細
企
業
経
営
者
に
と
っ

て
、
大
き
な
力
添
え
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
減
免
措
置
を
廃
止
し
た
な
ら

ば
、
都
民
、
と
り
わ
け
中
小
零
細
企

業
経
営
者
に
与
え
る
影
響
は
大
き
く
、

本
格
的
な
景
気
回
復
を
遅
ら
せ
る
こ

と
が
強
く
危
惧
さ
れ
る
。

　

よ
っ
て
、
足
立
区
議
会
は
東
京
都

に
対
し
、
小
規
模
非
住
宅
用
地
に
対

す
る
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の

減
免
措
置
を
、
平
成
17
年
度
以
降
も

継
続
さ
れ
る
よ
う
強
く
求
め
る
も
の

で
あ
る
。

（
東
京
都
知
事
あ
て
）

　

平
成
12
年
４
月
、
都
区
制
度
改
革

が
実
現
し
、
東
京
都
、
特
別
区
は
相

互
に
連
携
し
て
東
京
の
大
都
市
行
政

を
担
う
こ
と
と
な
っ
た
。

　

平
成
12
年
２
月
の
都
区
協
議
会
に

お
い
て
、「
清
掃
事
業
の
特
例
的
な

対
応
期
間
が
終
了
す
る
平
成
17
年
度

ま
で
に
協
議
す
べ
き
主
要
５
課
題
」

が
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
都
区
間
の

役
割
分
担
と
財
源
配
分
の
明
確
化
に

つ
い
て
は
合
意
に
至
っ
て
い
な
い
。

　

都
区
の
役
割
分
担
と
こ
れ
に
応
じ

た
財
源
配
分
は
、
都
区
制
度
の
根
幹

を
な
す
も
の
で
あ
り
、
こ
の
明
確
化

な
く
し
て
都
区
制
度
改
革
の
趣
旨
が

名
実
と
も
に
実
現
さ
れ
た
と
は
い
え

な
い
。
更
に
国
の
三
位
一
体
改
革
に

よ
っ
て
は
、
特
別
区
財
政
に
大
き
な

影
響
を
与
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、

基
礎
自
治
体
重
視
の
行
財
政
基
盤
の

強
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

よ
っ
て
、
足
立
区
議
会
は
東
京
都

に
対
し
、
主
要
５
課
題
の
全
面
的
な

解
決
に
向
け
、
都
が
行
う
大
都
市
事

務
・
財
源
の
早
急
な
明
示
を
求
め
る

と
と
も
に
、
次
の
事
項
の
協
議
を
具

体
的
か
つ
早
急
に
行
う
こ
と
を
強
く

求
め
る
も
の
で
あ
る
。

記

１　

都
が
行
う
大
都
市
事
務
・
財
源

の
明
示
に
よ
る
都
区
間
の
役
割
分

担
の
明
確
化

２　

清
掃
関
連
経
費
の
財
源
と
し
て

都
に
残
し
た
745
億
円
の
特
別
区
へ

の
移
転

３　

間
近
に
迫
っ
た
小
・
中
学
校
改

築
需
要
急
増
に
対
応
で
き
る
財
源

の
確
保

４　

都
区
双
方
の
都
市
計
画
事
業
の

実
施
状
況
に
見
合
っ
た
都
市
計
画

交
付
金
の
確
保

５　

三
位
一
体
改
革
の
影
響
等
も
含
め

た
都
区
財
政
調
整
配
分
割
合
の
拡
充

（
東
京
都
知
事
あ
て
）

　

三
宅
島
噴
火
災
害
か
ら
４
年
余
が

経
過
し
、
島
外
避
難
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
い
た
三
宅
島
島
民
は
、
17
年
２

月
か
ら
帰
島
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

し
か
し
、
三
宅
島
は
い
ま
だ
に
降

灰
に
覆
わ
れ
る
な
ど
荒
れ
た
状
態
に

あ
り
、
産
業
の
復
興
に
も
大
き
な
課

題
が
あ
る
。

　

東
京
都
は
被
災
者
帰
島
生
活
再
建

支
援
金
と
し
て
最
高
150
万
円
の
支
給

を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
が
、
今
後

さ
ら
に
、
雇
用
の
確
保
な
ど
生
活
支

援
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

帰
島
す
る
島
民
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
未
帰
島
者
に
対
し
て
も
継
続
的

な
支
援
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
足
立
区
議
会
は
政
府
及

び
東
京
都
に
対
し
、
ガ
ス
監
視
体
制

の
強
化
、
高
齢
者
の
帰
島
支
援
、
産

業
の
復
興
、
雇
用
の
確
保
、
介
護
施

設
を
含
む
社
会
基
盤
の
整
備
な
ど
帰

島
者
に
対
す
る
支
援
、
及
び
公
共
住

宅
の
提
供
や
家
賃
減
免
な
ど
、
未
帰

島
者
へ
の
生
活
支
援
を
強
く
求
め
る

も
の
で
あ
る
。

（
内
閣
総
理
大
臣
、経
済
・
財
政
政
策

担
当
大
臣
、
総
務
大
臣
、
財
務
大
臣
、

農
林
水
産
大
臣
、
国
土
交
通
大
臣
、

東
京
都
知
事
あ
て
）

　

消
防
団
は
地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
の
役
割
や
、
地
域
住
民
の
生
活

安
全
に
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

　

消
防
団
は
、
日
頃
か
ら
消
防
訓
練

等
を
行
い
防
災
力
を
高
め
て
い
る
が
、

そ
の
役
割
に
ふ
さ
わ
し
い
装
備
や
十

分
な
援
助
が
さ
れ
て
い
な
い
。

　

ま
た
、
ソ
フ
ト
面
で
は
、
研
修
及

び
講
習
会
等
の
充
実
に
よ
り
更
な
る

資
質
の
向
上
や
、
技
術
の
向
上
が
急

務
と
さ
れ
、
応
急
手
当
普
及
員
の
増

員
も
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

　

よ
っ
て
、
足
立
区
議
会
は
東
京
都

に
対
し
、
消
防
団
の
装
備
の
充
実
と

支
援
を
強
く
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

（
東
京
都
知
事
あ
て
）

　

本
年
は
、
新
潟
県
中
越
地
震
の
発

生
や
、
台
風
が
観
測
史
上
最
多
上
陸

す
る
な
ど
、
日
本
列
島
は
近
年
ま
れ

に
み
る
大
規
模
な
災
害
に
見
舞
わ
れ

た
。
こ
の
災
害
に
よ
っ
て
全
国
各
地

に
甚
大
な
人
的
、
物
的
被
害
が
も
た

ら
さ
れ
、
住
民
の
生
活
や
地
域
経
済

に
大
き
な
打
撃
を
与
え
て
い
る
。

　

政
府
と
し
て
、
速
や
か
な
応
急
措

置
と
復
旧
対
策
を
講
じ
る
と
と
も
に
、

災
害
発
生
の
原
因
や
治
水
計
画
、
防

災
・
地
震
対
策
の
検
証
を
進
め
、
抜

本
的
な
対
策
を
早
急
に
講
じ
る
必
要

が
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
足
立
区
議
会
は
国
会
及

び
政
府
に
対
し
、
被
災
地
の
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
の
復
旧
及
び
被
災
者
へ
の
支

援
に
一
層
力
を
注
ぐ
と
と
も
に
、
将

来
予
測
さ
れ
る
震
災
等
の
自
然
災
害

に
つ
い
て
万
全
の
対
策
を
講
じ
る
た

め
、
次
の
事
項
の
早
急
な
取
り
組
み

を
強
く
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

記

１　

建
物
の
耐
震
構
造
化
推
進
の
重

要
性
を
強
く
認
識
し
、
震
災
対
策

の
見
直
し
を
行
う
こ
と
。
特
に
、

避
難
所
や
救
援
活
動
の
拠
点
と
な

る
施
設
の
耐
震
補
強
に
は
早
急
に

対
策
を
講
じ
る
こ
と
。

２　

都
道
府
県
管
理
区
間
の
中
小
河

川
の
堤
防
改
修
に
際
し
て
は
、
緊

急
点
検
結
果
に
基
づ
き
、
優
先
的

に
整
備
を
進
め
る
こ
と
。
海
岸
及

び
湾
岸
の
水
防
施
設
も
同
様
に
、

堤
防
な
ど
の
総
点
検
を
速
や
か
に

実
施
し
、
整
備
を
進
め
る
こ
と
。

３　

今
回
の
新
潟
県
中
越
地
震
の
教

訓
を
活
か
し
、
国
土
の
７
割
を
占

め
る
中
山
間
地
で
の
震
災
対
策
の

確
立
を
早
急
に
図
る
と
と
も
に
、

災
害
関
連
緊
急
治
山
事
業
を
速
や

か
に
実
施
す
る
こ
と
。

４　

防
災
無
線
の
整
備
、
洪
水
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
の
策
定
に
関
し
、
早
期

の
普
及
の
た
め
の
計
画
策
定
と
予

算
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。
合
わ
せ

て
、
区
市
町
村
長
に
対
す
る
警
戒

情
報
の
発
令
基
準
及
び
避
難
誘
導

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
策
定
を
早
急
に
行

う
こ
と
。

５　

高
齢
者
な
ど
の
要
援
護
者
へ
の

対
策
を
推
進
す
る
た
め
、
災
害
情

報
の
伝
達･

避
難･

救
助･

復
旧･

自

立
支
援
な
ど
に
関
し
、
対
処
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
策
定
を
早
急
に
行
う
こ
と
。

（
衆
・
参
議
院
議
長
、
内
閣
総
理
大
臣
、

経
済
・
財
政
政
策
担
当
大
臣
、
総
務

大
臣
、
財
務
大
臣
、
農
林
水
産
大
臣
、

国
土
交
通
大
臣
あ
て
）

　

我
が
国
で
は
、
最
近
、
介
護
が
必

要
な
高
齢
者
を
放
置
し
た
り
、
暴
力

を
ふ
る
っ
た
り
す
る
な
ど
の
虐
待
が

深
刻
化
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
高
齢
者
へ
の
虐
待
は
表

面
化
し
づ
ら
く
、
児
童
虐
待
に
比
べ

法
整
備
な
ど
の
対
策
が
遅
れ
て
い
る
。

　

昨
年
の
「
家
庭
内
に
お
け
る
高
齢

者
虐
待
に
関
す
る
調
査
」
結
果
で
は
、

「
生
命
に
関
わ
る
危
険
な
状
態
」
に

至
る
事
例
が
１
割
と
い
う
深
刻
な
事

態
が
浮
き
彫
り
に
な
り
、
ま
た
、
虐

待
に
気
付
い
た
在
宅
介
護
支
援
の
専

門
職
の
９
割
が
、
対
応
は
困
難
と
感

じ
て
い
る
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

こ
の
結
果
か
ら
、
高
齢
者
虐
待
の

定
義
を
明
確
に
す
る
こ
と
を
は
じ
め
、

虐
待
防
止
と
早
期
保
護
へ
の
具
体
的

な
仕
組
み
づ
く
り
が
急
務
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
足
立
区
議
会
は
国
会
及

び
政
府
に
対
し
、
高
齢
者
の
人
権
を

守
る
体
制
を
充
実
さ
せ
、
虐
待
防
止

の
た
め
の
具
体
的
な
対
策
を
実
現
す

る
た
め
、
次
の
事
項
の
早
急
な
取
り

組
み
を
強
く
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

記

１　

虐
待
を
早
期
に
発
見
す
る
た
め

の
通
報
シ
ス
テ
ム
、
相
談
支
援
の

専
門
機
関
等
の
設
置
な
ど
を
確
立

す
る
た
め
、「（
仮
称
）
高
齢
者
虐

待
防
止
法
」
の
制
定

２　

高
齢
者
を
虐
待
者
か
ら
切
り
離

す
緊
急
保
護
の
た
め
の
一
時
保
護

施
設
等
の
整
備

３　

関
係
機
関
や
家
族
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
づ
く
り
の
推
進

４　

施
設
職
員
や
関
係
者
へ
の
虐
待

防
止
教
育
の
実
施

５　

高
齢
者
虐
待
防
止
に
関
す
る
国

民
へ
の
教
育
・
啓
発
の
推
進

（
衆
・
参
議
院
議
長
、
内
閣
総
理
大
臣
、

法
務
大
臣
、
厚
生
労
働
大
臣
あ
て
）

（
以
上
７
件　

12
月
16
日
議
決
）

小
規
模
住
宅
用
地
に
対
す
る

都
市
計
画
税
の
軽
減
措
置
の

継
続
を
求
め
る
意
見
書

小
規
模
非
住
宅
用
地
に
対
す
る

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の

減
免
措
置
の
継
続
を
求
め
る
意
見
書

都
区
財
政
調
整
主
要
５
課
題
の

早
期
解
決
を
求
め
る
意
見
書

小
規
模
住
宅
用
地
に
対
す
る

都
市
計
画
税
の
軽
減
措
置
の

継
続
を
求
め
る
意
見
書

小
規
模
非
住
宅
用
地
に
対
す
る

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の

減
免
措
置
の
継
続
を
求
め
る
意
見
書

都
区
財
政
調
整
主
要
５
課
題
の

早
期
解
決
を
求
め
る
意
見
書

三
宅
島
被
災
島
民
へ
の
支
援

に
関
す
る
意
見
書

三
宅
島
被
災
島
民
へ
の
支
援

に
関
す
る
意
見
書

消
防
団
の
装
備
の
充
実
と

支
援
に
関
す
る
意
見
書

消
防
団
の
装
備
の
充
実
と

支
援
に
関
す
る
意
見
書

大
規
模
災
害
の
対
策
と
早
期

復
旧
に
関
す
る
意
見
書

大
規
模
災
害
の
対
策
と
早
期

復
旧
に
関
す
る
意
見
書

高
齢
者
虐
待
防
止
に
関
す
る

意
見
書

高
齢
者
虐
待
防
止
に
関
す
る

意
見
書

今
定
例
会
で
可
決
し
た

今
定
例
会
で
可
決
し
た

意
見
書（
要
旨
）


